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▼
研
究
ノ
ー
ト

   
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
社
会
主
義
の
思
想
的
拡
大

               

―
―
「
倫
理
的
自
由
主
義
者
」
レ
オ
ナ
ル
ト
・
ネ
ル
ゾ
ン
の
事
例
を
も
と
に 

―
―

鈴
木
健
雄　

　
　
　
　

1
　
は
じ
め
に

　　

第
一
次
世
界
大
戦
前
後
で
、
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
S
P
D
）
の
分
裂
と
、
ド
イ
ツ
共
産
党
（
K
P
D
）
の
創
設

に
伴
う
二
大
社
会
主
義
政
党
の
成
立
及
び
、「
分
派
政
党
（Splitterpartei

）」
と
称
さ

れ
る
小
規
模
な
社
会
主
義
政
党
・
グ
ル
ー
プ
（
（
（

の
成
立
と
い
っ
た
組
織
面
で
の
変
化
と

並
び
無
視
で
き
な
い
の
が
、
大
戦
以
前
は
社
会
主
義
を
標
榜
し
て
い
な
か
っ
た
人
々

の
、
社
会
主
義
陣
営
へ
の
参
入
と
そ
れ
に
伴
う
人
的
・
思
想
的
変
化
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

本
稿
が
対
象
と
す
る
哲
学
者
レ
オ
ナ
ル
ト
・
ネ
ル
ゾ
ン
（Leonard N

elson
）
も

ま
た
大
戦
を
経
て
新
た
に
社
会
主
義
を
標
榜
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
、
彼
は

左
派
自
由
主
義
政
党
に
属
し
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
哲
学
研
究
、
教
育
に
携
わ

る
傍
、
同
地
の
自
由
主
義
運
動
の
な
か
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
史
的

唯
物
論
に
対
す
る
激
し
い
批
判
者
だ
っ
た
彼
は
、
大
戦
の
末
期
に
突
然
社
会
主
義
者

で
あ
る
と
宣
言
し
、
戦
後
は
S
P
D
と
関
係
を
も
っ
た
。
一
九
二
六
年
に
彼
が
興

し
た
社
会
主
義
政
党
、
国
際
社
会
主
義
闘
争
同
盟
（
I
S
K
）
は
、
そ
の
前
身
組
織
、

国
際
青
年
同
盟
（
I
J
B
）
と
と
も
に
、
先
述
の
分
派
政
党
の
代
表
的
な
組
織
と
し

て
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

ド
イ
ツ
社
会
主
義
史
の
文
脈
で
ネ
ル
ゾ
ン
が
着
目
さ
れ
る
と
き（

（
（

、
も
っ
ぱ
ら
「
倫

理
的
社
会
主
義
（Ethischer Sozialism

us

）」
の
思
想
と
一
九
五
九
年
に
制
定
さ
れ

た
S
P
D
の
新
綱
領
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
と
の
関
係
性
が
検
討
対
象
と
さ
れ
て

き
た
。
倫
理
的
社
会
主
義
と
は
、
新
カ
ン
ト
主
義
に
端
を
発
す
る
、
人
々
の
平
等
と

公
正
さ
を
強
調
す
る
立
場
で
、
社
会
主
義
の
基
礎
に
階
級
や
唯
物
論
的
な
価
値
観
、

歴
史
的
必
然
性
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
践
哲
学
上
の
必
要
性
、
す
な
わ
ち
倫

理
を
置
く
思
潮
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
な
か
で
も
ネ
ル
ゾ
ン
は
、
新
カ
ン
ト
主
義
の
哲
学

者
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ス
（Jakob Friedrich Fries

）
の
哲
学
か

ら
刺
激
を
受
け
て
い
た（

（
（

。

　

こ
の
倫
理
的
社
会
主
義
の
思
想
を
ネ
ル
ゾ
ン
か
ら
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
の
が
、

彼
の
死
後
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
I
S
K
の
代
表
を
務
め
た
ヴ
ィ

リ
・
ア
イ
ヒ
ラ
ー
（W

illi Eichler

）
で
あ
っ
た
。
彼
は
今
日
「
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク

綱
領
の
父
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
基
本
綱
領
委
員
会
委
員
長
だ
っ

た
彼
は
、「
自
由
と
公
正
、
連
帯
を
社
会
主
義
理
念
の
基
本
的
価
値
と
し
、
同
党
が

精
神
の
自
由
の
党
で
あ
り
共
通
の
倫
理
的
な
基
本
価
値
と
同
一
の
政
治
目
標
に
基
づ
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く
様
々
な
思
想
信
条
を
も
つ
人
々
の
共
同
体
で
あ
る
」
と
す
る
「
社
会
主
義
の
基
本

的
価
値
」
と
題
さ
れ
た
一
章（

（
（

が
、
綱
領
の
冒
頭
に
盛
り
込
ま
れ
る
上
で
、
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
章
は
、
路
線
対
立
を
抱
え
て
き
た
同
党
を
倫

理
的
に
基
礎
づ
け
、
ま
と
め
上
げ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て
、
同
党
が
「
国
民
政

党
（Volkspartei
）
化
」
し
た
こ
と
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

そ
こ
で
は
、
ネ
ル
ゾ
ン
の
倫
理
的
社
会
主
義
の
思
想
が
、
戦
後
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
を

経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
S
P
D
の
基
本
思
想
に
繋
が
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ネ
ル
ゾ
ン
の
思
想
に
は
、
社
会
主
義
者
と
し
て
は
理
解
し

難
い
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
。
例
え
ば
「
指
導
者
原
理
」
に
基
づ
く
反
議
会
制
民
主

主
義
の
思
想
や
、
反
キ
リ
ス
ト
教
会
の
思
想
、
そ
し
て
反
史
的
唯
物
論
と
社
会
主
義

の
ド
グ
マ
化
の
拒
否
な
ど
で
あ
る（

（1
（

。
そ
れ
ら
は
「
常
軌
を
逸
し
た
理
念（

（1
（

」
と
し
て
切

り
捨
て
ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
括
弧
に
入
れ
ら
れ
十
分
に
検
討
さ
れ
な
い
と
い
う
傾

向
が
あ
っ
た（

（1
（

。
ネ
ル
ゾ
ン
の
「
社
会
主
義
者
」
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
自
明
視

さ
れ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
以
降
の
社
会
主
義
の
あ
り
方
を
前
提
と
し
て
、
ネ
ル

ゾ
ン
の
主
張
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　

ネ
ル
ゾ
ン
は
そ
も
そ
も
左
派
自
由
主
義
陣
営
に
属
す
る
哲
学
者
で
あ
り
、
反
史
的

唯
物
論
と
い
う
点
で
は
S
P
D
の
党
方
針
か
ら
は
明
確
に
距
離
を
置
く
人
物
で
あ

っ
た
。
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
な
ぜ
ネ
ル
ゾ
ン
は
「
社
会
主
義
者
」
と
な
っ
た
の
か
と

い
う
点
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
同
時
期
の
社
会
主
義
陣
営
の
思
想
的
拡
大
と
い
う
点

か
ら
ど
う
い
う
意
味
を
持
ち
得
た
の
か
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
ネ
ル
ゾ
ン
の
思
想
的
発

展
を
追
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
問
い
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
は
、
史
料
と
し
て
、
主
に
ネ
ル
ゾ

ン
に
よ
る
同
時
代
の
論
考
・
講
演
録（

（1
（

と
、
彼
の
日
記
を
そ
の
弟
子
の
一
人
ブ
レ
ン
ケ

が
翻
刻
・
出
版
し
た
も
の（

（1
（

、
そ
し
て
ネ
ル
ゾ
ン
並
び
に
I
J
B
の
関
係
者
が
同
時

期
に
出
版
し
た
同
時
代
文
献
を
用
い
る
。

　
　
　
　

2
　
ネ
ル
ゾ
ン
と
「
倫
理
的
自
由
主
義
」
の
立
場

　

ネ
ル
ゾ
ン
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
裕
福
な
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
、
一
八
八
二
年
に

生
ま
れ
た
。
父
は
同
市
の
法
律
顧
問
官
を
務
め
た
法
律
家
だ
っ
た
。
母
方
の
祖
父
は
、

ド
イ
ツ
自
由
思
想
家
党
（D

eutsche Freisinnige Partei

）
で
帝
国
議
会
議
員
を
務
め

た
人
物
だ
っ
た
。
父
母
と
も
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
し
て
お
り
、
大
学
教
育
を

受
け
た
文
化
エ
リ
ー
ト
と
い
う
、
典
型
的
な
教
養
市
民
層
家
系
の
出
身
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

一
九
〇
一
年
に
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
を
取
得
し
た
彼
は
、
ド
イ
ツ
各
地
で
学
ん
だ
の
ち

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
一
九
〇
四
年
と
一
九
〇
九
年
に
、
博
士
号
と
教
授
資
格
を

取
得
し
た（

（1
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
ネ
ル
ゾ
ン
は
哲
学
者
と
し
て
新
カ
ン
ト
主
義
の
潮
流

に
あ
り
、
当
時
「
忘
れ
ら
れ
た
哲
学
者
」
と
さ
れ
た
フ
リ
ー
ス
の
思
想
の
掘
り
起
こ

し
と
探
究
、
そ
の
思
想
を
元
と
す
る
独
自
の
哲
学
体
系
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

た（
（1
（

。
一
九
〇
九
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
私
講
師
と
な
り
認
識
論
や
倫
理
、
教

育
学
、
宗
教
哲
学
の
授
業
を
担
当
し
た
。
一
九
一
九
年
に
員
外
教
授
と
な
っ
た（

（1
（

。

　

ネ
ル
ゾ
ン
が
左
派
自
由
主
義
の
政
治
運
動
に
関
わ
り
を
持
ち
始
め
た
の

は
、
一
九
〇
七
年
の
頃
で
あ
る
。
翌
年
彼
は
、
自
由
思
想
家
連
合
（Freisinnige 

Vereinigung

）
に
参
加
し
、
ま
た
、
複
数
の
自
由
主
義
諸
勢
力
に
よ
る
組
織
で
あ
る
、

自
由
ド
イ
ツ
国
民
協
会
（N

ationalverein für das liberale D
eutschland

（
（1
（

）
に
も
参

加
し
た
。
そ
こ
で
の
活
動
は
彼
に
と
っ
て
、
フ
リ
ー
ス
思
想
の
探
究
と
並
ぶ
「
も
う

一
つ
の
仕
事（

（2
（

」
で
あ
っ
た
。

　

ネ
ル
ゾ
ン
は
自
由
思
想
家
連
合
で
、
今
日
「
中
欧
論
」
で
知
ら
れ
る
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
（Friedrich N

aum
ann

）
と
交
流
を
も
っ
た（

（2
（

。
ま
た
、
自
由
ド
イ
ツ

国
民
協
会
で
は
、
著
名
な
左
派
自
由
主
義
者
で
そ
の
総
書
記
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ー

ル
（W

ilhelm
 O

hr
）
と
も
交
流
し
た（

（2
（

。
一
九
一
〇
年
に
は
、
同
協
会
に
所
属
す
る

地
域
組
織
で
学
生
団
体
で
も
あ
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
自
由
同
盟
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に
対
し
て
は
、「
霊
魂
の
不
滅
」
と
「
神
の
現
実
存
在
」
と
い
う
宗
教
的
な
前
提
を

置
く
必
要
が
あ
っ
た（

（3
（

。
対
し
て
フ
リ
ー
ス
は
、理
性
の
先
験
性
を
認
め
る
と
と
も
に
、

最
高
善
を
認
識
す
る
た
め
の
超
越
論
的
な
認
識
そ
れ
自
体
は
経
験
的
な
仕
方
で
獲
得

し
う
る
と
し
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
哲
学
的
な
諸
認
識
が
、
理
性
に
あ
ら
か
じ
め
内

在
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
の
た
め
人
は
、
理
性
を
信
じ
そ
れ
に
頼
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
普
遍
妥
当
的
な
規
範
を
認
識
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ネ
ル

ゾ
ン
は
述
べ
る（

（3
（

。
そ
の
上
で
彼
は
、
理
性
の
働
き
の
も
と
、
定
言
命
法
的
に
定
め
ら

れ
た
法
に
よ
っ
て
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
こ
そ
が
、
自
由
主
義
の
目
指
す
社

会
だ
と
し
た（

（3
（

。
ま
と
め
る
な
ら
、
ネ
ル
ゾ
ン
の
求
め
る
自
由
主
義
は
、
万
人
が
備
え

万
人
に
共
通
す
る
理
性
の
存
在
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
た
、
道
徳
的
な
要
請
に
従

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
自
由
主
義
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
倫
理
に
基
礎
づ
け
ら
れ

制
限
さ
れ
る
自
由
主
義
こ
そ
、
彼
の
い
う
倫
理
的
自
由
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
が
の
ち
に
唱
え
る
「
倫
理
的
社
会
主
義
」
の
思
想
と
同
一
の
構
造
・
論
理
が
見
て

取
れ
る
。

　

も
っ
と
も
彼
は
、
自
由
主
義
者
を
自
認
し
て
お
り
、
一
九
〇
七
年
の
国
政
選
挙
で

一
部
の
自
由
主
義
者
が
S
P
D
に
投
票
し
た
こ
と
を
難
じ
る
な
ど
、
社
会
主
義
勢

力
と
は
距
離
を
と
っ
て
い
た（

（3
（

。
彼
の
教
養
市
民
層
と
し
て
の
出
自
と
所
属
す
る
自
由

主
義
的
な
ミ
リ
ュ
ー
の
存
在
と
と
も
に
、
そ
の
強
固
な
反
史
的
唯
物
論
の
思
想
と
、

労
働
者
で
は
な
く
教
養
を
備
え
た
人
々
（G

ebildeten

）、
す
な
わ
ち
教
養
市
民
層
や

大
学
人
（A

kadem
iker

）
を
社
会
変
革
の
主
体
と
し
て
捉
え
る
認
識
が
影
響
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ネ
ル
ゾ
ン
に
と
っ
て
、
人
の
理
性
は
絶
対
で
あ
り
、
理
性
が
人
の
判
断
や
行
動
に

制
約
を
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
外
部
に
存
在
す
る
権
威
に
よ
っ
て
理
性
が
制
約

を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た（

（3
（

。
そ
こ
で
教
会
と
並
び
批
判
の

対
象
と
な
っ
た
の
が
、
史
的
唯
物
論
だ
っ
た
。
ネ
ル
ゾ
ン
は
、
史
的
唯
物
論
を
「
自

（A
kadem

ische Freibund

（
（2
（

）
の
代
表
に
就
任
す
る
な
ど
、
同
市
を
中
心
に
、
左
派
自

由
主
義
運
動
の
な
か
で
頭
角
を
現
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
彼
が
必
要
性
を
訴
え
た
の
が
自
由
主
義
の
哲
学
的
な
基
礎
づ
け
で
あ

っ
た
。
一
九
〇
八
年
一
一
月
の
「
自
由
と
は
何
か
」
と
題
す
る
講
演
で
彼
は
、
経
済

的
な
自
由
主
義
が
促
さ
れ
た
結
果
、「
常
に
増
大
す
る
経
済
的
な
搾
取
と
自
由
を
失

っ
た
大
衆
」
が
目
下
生
ま
れ
て
い
る
と
し
、
社
会
的
・
経
済
的
不
公
正
の
拡
大
を
問

題
視
し
た（

（2
（

。
こ
の
社
会
的
・
経
済
的
な
不
公
正
の
是
正
と
い
う
関
心
は
、
当
時
の
左

派
自
由
主
義
者
の
な
か
で
も
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
彼
の
独
創
性
は
、
哲
学
的
な

思
索
の
も
と
、
自
由
主
義
が
な
ぜ
必
要
か
を
見
定
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

ネ
ル
ゾ
ン
は
、
本
来
自
由
を
も
た
ら
す
は
ず
の
自
由
主
義
が
個
人
の
自
由
を
奪
う
と

い
っ
た
「
理
論
と
実
践
の
間
に
存
在
す
る
矛
盾
」
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
、
自
由
主

義
の
必
要
性
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
た（

（2
（

。
そ
し
て
そ
の
根
拠
が

見
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
理
論
上
は
生
じ
る
は
ず
の
公
正
さ
や
個
々
人
の
独

立
と
い
っ
た
も
の
が
、
現
実
に
は
「
教
条
主
義
」
や
「
日
和
見
主
義
」
に
よ
っ
て
毀

損
さ
れ
て
い
る
と
し
た（

（2
（

。

　

ネ
ル
ゾ
ン
に
よ
れ
ば
、自
由
主
義
と
は
自
由
に
向
け
て
の
努
力
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
自
由
」
と
は
多
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
誰
か
の
自
由
が
別
の
誰
か
の
自
由
を
制
約

す
る
以
上
、
ル
ー
ル
が
必
要
と
な
る（

（2
（

。
そ
こ
で
も
ち
だ
し
た
の
が
、
フ
リ
ー
ス
の
思

想
で
あ
り
、
人
間
理
性
の
存
在
だ
っ
た
。
ネ
ル
ゾ
ン
に
よ
る
と
、
理
性
と
は
「
全
て

の
人
々
が
自
身
の
な
か
に
見
つ
け
、
全
て
の
人
々
に
共
通
す
る
も
の
」
だ
っ
た
。
そ

し
て
そ
れ
が
故
に
、
理
性
こ
そ
、
自
由
主
義
の
ル
ー
ル
す
な
わ
ち
「
法
（G

esetz

）」

に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

実
践
理
性
に
対
す
る
批
判
を
通
じ
て
、
理
性
と
倫
理
の
関
係
性
の
定
式
化
に
先
鞭

を
つ
け
た
の
は
、
カ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
場
合
、
理
性
の
先
験
性
は
指

摘
さ
れ
つ
つ
も
、
理
性
が
命
じ
る
意
思
が
な
ぜ
最
高
善
と
合
致
す
る
か
と
い
う
問
い
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然
科
学
的
な
世
界
観
」
に
基
づ
く
歴
史
主
義
で
あ
り
、「
ド
グ
マ
」
と
否
定
す
る
。

そ
こ
で
は
答
え
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
理
性
は
も
は
や
意
味
を
も
た
ず
、
人
は
思
考

す
る
こ
と
を
や
め
外
部
の
権
威
に
身
を
委
ね
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ

の
批
判
は
、
哲
学
的
な
論
争
を
背
景
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た（

（3
（

。
し
か
し
、
運
命
決

定
論
と
し
て
の
歴
史
主
義
、
人
間
の
主
体
性
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
物
質
主
義
、

両
者
を
否
定
し
た
と
い
う
点
で
、
当
時
の
S
P
D
の
党
是
と
は
相
い
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。

　

シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
の
古
典
的
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世

紀
初
頭
の
S
P
D
内
部
に
お
い
て
「
史
的
唯
物
論
」
と
い
う
言
葉
で
も
っ
て
指
さ

れ
る
思
想
は
、
自
然
科
学
的
＝
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
的
な
進
化
論
と
混
ざ
り
合
い
、
一

種
の
宿
命
論
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
発
展
は
自
然
必
然
的
な
も
の
で

あ
り
、
資
本
主
義
的
な
社
会
秩
序
は
い
ず
れ
必
ず
没
落
し
、
そ
の
先
に
は
種
々
の
問

題
が
存
在
し
な
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
世
界
が
自
ず
と
訪
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（3
（

。
彼

が
「
俗
流
マ
ル
ク
ス
主
義（

（3
（

」
と
呼
ぶ
こ
の
理
解
は
広
く
普
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
エ

ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
修
正
主
義
者
に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
、
批
判

の
声
は
党
内
で
一
部
み
ら
れ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
時
ま

で
は
、
党
の
公
定
理
解
と
さ
れ
た
。
こ
う
み
た
と
き
、
S
P
D
が
ド
イ
ツ
の
社
会

主
義
を
代
表
す
る
な
か
、
ネ
ル
ゾ
ン
が
あ
え
て
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
の
は
、
考
え

づ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ネ
ル
ゾ
ン
が
当
初
、
社
会
変
革
の
担
い
手
と
し
て
期
待
を
寄
せ
た
の
は
、
主
に
教

養
市
民
層
の
青
年
だ
っ
た（

（4
（

。
彼
に
よ
る
と
、
万
人
が
先
験
的
に
共
通
し
て
備
え
る
理

性
で
は
あ
る
が
、
人
が
外
部
か
ら
の
権
威
や
個
人
の
傾
向
性
を
離
れ
て
最
高
善
を
認

識
す
る
よ
う
そ
れ
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
理
性
行
使
の
方
法
た
る

「
心
術
（G

esinnung

）」
を
、
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
鍛
錬
す
る
必
要
が
あ
っ

た（
（4
（

。
そ
こ
で
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
の
が
、
哲
学
教
育
だ
っ
た
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
そ
し

て
大
学
で
哲
学
を
学
ん
だ
経
験
を
も
つ
若
者
た
ち
は
、そ
の
条
件
に
合
致
し
て
い
た
。

哲
学
教
育
を
受
け
た
人
々
が
社
会
と
国
家
の
方
針
を
決
め
る
と
い
う
、
プ
ラ
ト
ン
が

『
国
家
』
で
示
し
た
よ
う
な
思
想
が
こ
こ
で
は
示
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
対
し
て
、
大
戦
以

前
の
段
階
で
、
ネ
ル
ゾ
ン
が
労
働
者
層
に
対
し
て
同
様
の
期
待
を
寄
せ
た
痕
跡
は
、

管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
彼
は
あ
く
ま
で
、
当
時
の
社
会
秩
序
の
枠
内
で
自
由
主

義
の
刷
新
と
、
そ
の
先
に
繋
が
る
社
会
改
良
を
求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う（
（4
（

。

　

彼
が
、
行
動
主
義
を
選
択
す
る
と
と
も
に
、
自
由
主
義
陣
営
か
ら
身
を
離
し
社
会

主
義
を
自
称
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
大
戦
と
そ
の
後
に
続
く
ロ
シ
ア
革
命
の
成

功
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
成
立
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
革
命
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
彼
は

社
会
主
義
者
を
自
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
次
章
で
検
討
す
る
。

　
　
　
　

3
　
自
由
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ

　　

一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
月
、
キ
ー
ル
軍
港
で
の
蜂
起
の
一
週
間
後
、
ド
イ
ツ
と

連
合
国
の
間
で
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
の
日
、
I
J
B
は
新
し
い
「
基
本
方
針
」

を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
宣
言
さ
れ
た
。「
我
々
〔
I
J
B
の
構
成

員
：
著
者
、
以
下
同
〕
は
、
今
日
の
自
由
主
義
諸
政
党
の
い
う
意
味
で
の
自
由
主
義

者
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
の
諸
政
党
が
、
自
ら
改
良
す
る
こ
と
が
な
い
こ

と
は
証
明
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。〔
中
略
〕
社
会
主
義
に
対
立
し
て
い
る
よ
う
に
み
え

か
ね
な
い
全
て
の
行
動
を
我
々
は
避
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。
ネ
ル
ゾ
ン
は
実
際

の
と
こ
ろ
社
会
主
義
者
な
の
で
あ
る（

（4
（

」。

　

ネ
ル
ゾ
ン
が
「
社
会
主
義
者
で
あ
る
」
と
い
う
宣
言
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
は
、

彼
ら
I
J
B
の
構
成
員
が
、
も
は
や
自
由
主
義
陣
営
に
属
さ
な
い
と
宣
言
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
社
会
主
義
者
を
自
認
す
る
上
で
、
な
ぜ
自
由
主
義
と
の
決
別
ま
で
宣
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で
あ
り
、
特
に
青
年
運
動
に
集
っ
た
若
者
た
ち
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　
（
2
）
ネ
ル
ゾ
ン
と
青
年
運
動

　

こ
こ
で
ネ
ル
ゾ
ン
と
青
年
運
動
の
関
係
性
を
整
理
し
た
い
。
彼
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
の
青
年
運
動
組
織
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
義
勇
団
（A

kadem
ische Freischar

）」
の

主
要
構
成
員
の
一
人
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
始
め
と
す
る

既
存
の
学
生
組
合
の
あ
り
方
が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
、
代
わ
る
も
の
と
し
て

一
九
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
学
生
組
織
で
あ
り
、
そ
の
設
立
者
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
を
経
験
し
た
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
学
生
た
ち
で
あ

っ
た（

（5
（

。

　

一
九
一
三
年
一
〇
月
、
カ
ッ
セ
ル
南
部
の
ホ
ー
ア
ー
・
マ
イ
ス
ナ
ー
山
で
、
自
由

ド
イ
ツ
青
年
ホ
ー
ア
ー
・
マ
イ
ス
ナ
ー
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
現
在
で
も
ド

イ
ツ
青
年
運
動
の
転
換
点
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
同
大
会
に
は
、
計
一
五

の
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
団
体
、
学
生
団
体
、
教
育
団
体
、
生
活
改
革
団
体
が
集

ま
っ
た（

（5
（

。
彼
ら
は
、
新
た
な
青
年
、
そ
し
て
青
年
組
織
の
あ
り
方
を
求
め
て
集
ま
っ

た
。
大
会
の
発
案
者
ク
ヌ
ー
ト
・
ア
ー
ル
ボ
ー
ン
（K

nud A
hlborn)

を
代
表
と
す

る
同
義
勇
団
は
、
中
心
的
な
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

大
会
の
記
念
冊
子
に
は
、
当
時
の
青
年
運
動
関
係
者
、
知
識
人
ら
が
大
会
に
対
し

て
贈
っ
た
賛
辞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ル
ゾ
ン
も
ま
た
、
そ
こ
に
寄
稿
し
た（

（5
（

。
彼

は
、
自
由
ド
イ
ツ
青
年
の
な
か
に
「
ド
イ
ツ
の
青
年
の
最
良
の
部
分
に
よ
る
力
と
自

立
性
、
健
康
と
大
い
な
る
勇
気
、
そ
の
昂
ま
り
を
み
て
い
る
」
と
述
べ
、
青
年
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
し
て
「
人
民
（Volkstum

）
の
刷
新
」
の
主
体
た
る
こ
と
を
掲
げ

た
。
そ
し
て
、
既
成
の
権
力
や
支
配
的
な
構
造
に
対
し
て
人
々
が
そ
れ
を
「
無
批
判

に
信
頼
し
意
思
な
き
恭
順
さ
を
示
す
」
な
か
、
自
ら
の
理
性
を
信
じ
人
々
の
内
面
的

な
自
由
を
守
る
べ
く
既
存
の
力
に
対
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
道
徳
的
な
必
要

言
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
以
下
考
察
す
る
。

　
（
1
）
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
、
戦
後
の
社
会
改
革
の
求
め

　

一
九
一
四
年
の
七
月
に
至
る
ま
で
、
ネ
ル
ゾ
ン
は
学
者
、
教
育
者
と
し
て
精
力
的

に
活
動
を
行
な
っ
て
い
た（

（4
（

。
同
年
七
月
下
旬
に
ロ
シ
ア
帝
国
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
国
境
に
動
員
を
行
な
っ
た
際
、
彼
は
当
面
の
と
こ
ろ
深
刻
な
問
題
に

は
発
展
し
な
い
だ
ろ
う
と
予
測
し
た（

（4
（

。
し
か
し
ド
イ
ツ
が
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
し
、

そ
の
後
連
鎖
的
に
戦
線
が
拡
大
す
る
な
か
、
ネ
ル
ゾ
ン
は
、
開
戦
後
わ
ず
か
一
ヶ
月

の
間
に
「
国
家
連
合
（Staatenbund
）
設
立
と
そ
れ
に
伴
う
内
政
改
革
に
関
わ
る
覚

書
」
と
題
す
る
論
考（

（4
（

を
書
き
上
げ
た
。

　

同
覚
書
で
彼
は
、
こ
の
戦
争
が
ド
イ
ツ
の
勝
利
に
終
わ
る
と
い
う
予
測
を
示
す
と

と
も
に
、
平
時
で
は
実
現
で
き
な
い
「
大
規
模
な
改
革
を
お
こ
な
う
た
め
の
千
載
一

遇
の
機
会（

（4
（

」
で
あ
る
と
し
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
新
し
い
国
際
秩
序
た
る
「
国
家

連
合
」
の
創
設
と
、
国
民
の
権
利
拡
大
や
社
会
福
祉
制
度
の
充
実（

（4
（

と
い
っ
た
五
項
目

に
亘
る
内
政
改
革
の
実
現
を
求
め
た
。
同
覚
書
は
、
一
五
〇
部
印
刷
さ
れ
、
当
時
の

著
名
な
政
治
家
、
言
論
人
に
対
し
て
郵
送
さ
れ
た（

（5
（

。

　

戦
争
を
機
に
内
政
改
革
が
進
む
と
い
う
期
待
は
、
教
養
市
民
層
や
自
由
主
義
者
の

な
か
で
も
広
く
共
有
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た（

（5
（

。
し
か
し
、
ネ
ル
ゾ
ン
の
国
家
観
と
指
導

者
教
育
論
が
ま
と
ま
っ
て
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、同
覚
書
は
注
目
に
値
す
る
。

そ
こ
で
彼
は
、
改
革
の
一
環
と
し
て
民
主
化
と
社
会
化
の
必
要
性（

（5
（

を
述
べ
た
上
で
、

理
性
を
適
切
に
行
使
で
き
、
正
し
い
判
断
を
可
能
と
す
る
だ
け
で
な
く
「
必
要
と
あ

ら
ば
公
的
世
界
で
公
に
行
使
で
き
る
よ
う
な
実
行
力
を
備
え
た
」
指
導
者
の
必
要
性

を
指
摘
し
た（

（5
（

。
そ
し
て
、
指
導
者
育
成
の
た
め
に
「
哲
学
的
、
と
り
わ
け
倫
理
的
な

教
育
を
通
じ
た
、
心
術
の
陶
冶
」
と
そ
の
行
使
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
と
し
た（

（5
（

。
指

導
者
候
補
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
教
養
を
備
え
た
人
々
」
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性
に
基
く
青
年
の
役
割
で
あ
る
と
し
た（

（6
（

。
そ
し
て
自
由
ド
イ
ツ
青
年
は
、
そ
の
よ
う

な
指
導
者
を
輩
出
す
る
教
育
を
担
う
組
織
た
る
べ
き
と
し
た（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
な
期
待
の
も
と
ネ
ル
ゾ
ン
は
、
同
時
期
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
を
中
心
に

し
て
、
青
年
運
動
諸
団
体
と
の
関
係
と
そ
の
連
携
構
築
に
腐
心
し
て
い
た
。
大
戦
勃

発
直
前
の
一
九
一
四
年
七
月
二
四
日
に
は
、「
当
地
で
は
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
学
生

団
体
（〔
そ
れ
は
例
え
ば
〕
自
由
学
生
組
合
、
義
勇
団
、
教
育
諸
集
団
、
ア
カ
デ
ミ

ー
同
盟
や
女
子
学
生
団
体
）
の
左
派
ブ
ロ
ッ
ク
が
結
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る（

（6
（

。
先
述
の
覚
書
で
記
さ
れ
た
、
教
育
を
受
け
た
若
者
に
よ
る
社
会
変
革
と
い
う

楽
観
的
な
見
通
し
は
、
こ
の
よ
う
な
青
年
運
動
に
対
す
る
期
待
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も

の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
3
）
青
年
運
動
動
員
の
試
み
と
失
敗

　

教
養
を
備
え
た
青
年
運
動
参
加
者
を
中
心
と
し
た
、
世
の
中
の
刷
新
、
社
会
改
良

と
い
う
も
く
ろ
み
を
困
難
と
し
た
の
が
、
大
戦
の
開
戦
直
後
か
ら
生
じ
た
青
年
層
の

大
量
動
員
と
大
量
死
だ
っ
た
。
開
戦
の
年
の
一
〇
月
に
彼
は
早
く
も
、「〔
青
年
た
ち

に
よ
る
〕
組
織
の
芽
は
、
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
残
念
な
が
ら
皆
、
無
に
帰
さ
れ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
嘆
き
の
手
紙
を
両
親
に
宛
て
て
い
る（

（6
（

。
翌
年
に
は
「
一
度
獲
得

し
た
教
え
子
を
引
き
留
め
、〔
社
会
変
革
の
た
め
の
〕
意
志
を
強
く
も
て
る
よ
う
力

付
け
る
こ
と
の
〔
中
略
〕
際
限
な
き
難
し
さ
」
を
語
っ
て
い
た（

（6
（

。
す
で
に
、
友
人
や

教
え
子
の
な
か
に
戦
死
者
が
出
て
お
り
、
彼
自
身
、
動
員
の
恐
れ
を
抱
え
て
い
た（

（6
（

。

　

青
年
運
動
の
参
加
者
自
体
が
国
内
か
ら
失
わ
れ
、
残
っ
た
も
の
も
現
状
へ
の
適
応

で
精
一
杯
と
な
る
な
か
、
ネ
ル
ゾ
ン
が
青
年
運
動
関
係
者
に
対
し
て
、
戦
争
終
結
の

た
め
の
行
動
を
強
く
求
め
た
の
は
一
九
一
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

同
年
六
月
、
自
由
ド
イ
ツ
青
年
の
臨
時
代
表
者
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
組
織
構
成

の
あ
り
方
、
活
動
方
針
が
議
題
と
な
る
な
か
ネ
ル
ゾ
ン
は
、
青
年
運
動
諸
団
体
が
今

こ
そ
政
治
的
問
題
に
関
与
す
べ
し
と
強
く
主
張
し
、
自
由
ド
イ
ツ
青
年
が
特
定
の
目

標
の
実
現
に
向
け
た
集
団
（Zw

eckgem
einschaft

）
で
あ
る
べ
き
と
い
う
文
言
を

綱
領
に
盛
り
込
む
べ
き
と
の
主
張
を
行
っ
た（

（6
（

。
こ
の
「
特
定
の
目
標
」
と
は
「
自
由

を
め
ぐ
る
戦
い
の
ほ
か
な
い
」
も
の
だ
っ
た（

（6
（

。
そ
し
て
政
治
行
動
に
対
す
る
自
由
ド

イ
ツ
青
年
の
「
受
動
的
な
態
度
」
を
し
て
「
奴
隷
た
ち
の
英
雄
」
の
「
自
己
保
身
」

と
批
判
し
た（

（6
（

。
こ
の
激
し
い
批
判
は
、
彼
が
運
動
関
係
者
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
期

待
の
裏
返
し
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
え
子
や
弟
子
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
対
す
る

焦
り
か
ら
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
提
言
に
対
す
る
自
由
ド
イ
ツ
青
年
の
主
流
派
か
ら
の
反
応
は
、
概
ね

否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
元
来
、
既
存
の
文
化
政
策
に
対
抗
し
て
結
成
さ
れ
た
自

由
ド
イ
ツ
青
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
、
主
要
構
成
員
の
多
く
が
従
軍
し
て
お
り
、

議
論
に
参
加
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、政
治
活
動
に
「
消
極
的
」

で
あ
る
と
批
判
し
つ
つ
、
ド
イ
ツ
国
内
に
残
る
一
八
歳
未
満
の
若
年
者
に
対
し
て
政

治
的
決
断
を
迫
る
の
は
悪
質
な
扇
動
で
は
な
い
か
と
い
う
、
ネ
ル
ゾ
ン
へ
の
批
判
の

声
も
ま
た
強
か
っ
た
の
で
あ
る（

（6
（

。
そ
の
後
、
彼
が
自
由
ド
イ
ツ
青
年
の
「
受
動
性
」

を
痛
烈
に
批
判
し
た
書
簡
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
彼
は
、
所
属
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
義
勇
団
で
も
孤
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
九
月
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
義
勇
団
を

除
名
さ
れ
、
彼
は
自
由
ド
イ
ツ
青
年
と
の
関
係
を
失
っ
た（

（7
（

。

　
（
4
）
二
つ
の
革
命
と
労
働
者
階
級
の
青
年
へ
の
期
待

　

既
存
の
青
年
運
動
組
織
の
動
員
に
失
敗
し
、
自
由
主
義
運
動
の
同
志
で
あ
っ
た
オ

ー
ル（

（7
（

を
戦
争
で
失
う
な
か
、
ネ
ル
ゾ
ン
は
一
九
一
七
年
四
月
、
I
J
B
の
前
身
に

あ
た
る
独
自
組
織
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的
は「
公
的
生
活
に
お
け
る
理
性
の
支
配
」

を
促
進
す
る
べ
く
、
そ
の
「
先
兵
（Vorkäm

pfer

）」
と
な
る
哲
学
的
な
教
育
を
受

け
た
政
治
的
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（7
（

。
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彼
は
、
青
年
運
動
の
「
失
敗
」
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
目
指
す
べ
き
目
標
や
実

現
の
た
め
の
方
略
を
指
し
示
す
力
を
備
え
た
指
導
者
の
不
在
と
、
現
状
変
革
の
意
思

の
欠
如
を
指
摘
し
て
い
た（

（7
（

。
そ
し
て
一
九
一
六
年
に
は
す
で
に
、
自
ら
「
小
規
模
サ

ー
ク
ル
」
を
作
り
、
社
会
変
革
の
意
思
と
能
力
を
備
え
た
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と

を
構
想
し
て
い
た（

（7
（

。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
の
が
上
記
の
組
織
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年

春
、
同
組
織
は
、
I
J
B
へ
と
改
組
さ
れ
た（

（7
（

。

　

I
J
B
の
設
立
当
初
、
ネ
ル
ゾ
ン
と
そ
の
構
成
員
は
ま
だ
「
社
会
主
義
者
」
を

称
し
て
お
ら
ず
自
由
主
義
の
流
れ
に
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
。
一
九
一
八
年
八
月
に

発
行
さ
れ
た
「
新
規
参
加
者
募
集
の
た
め
の
指
導
原
理
と
解
説
」
と
題
す
る
文
章

で
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
「
か
つ
て
の
自
由
主
義
に
根
ざ
し
て
い
る
」
こ
と
が
確
認
さ

れ
た（

（7
（

。
実
際
、
そ
の
構
成
員
の
中
心
は
、
青
年
運
動
の
参
加
者
や
彼
の
教
え
子
と
い

っ
た
教
養
市
民
層
出
身
の
人
々
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
自
由
主
義
、
青
年
運
動
の
流
れ
を
汲
ん
だ
人
々
が
、
突
如
社
会
主
義
者
で
あ

る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
が
、
先
述
の
「
社
会
主
義
者
宣
言
」
だ
っ
た
。
一
九
一
八
年

一
一
月
一
一
日
と
い
う
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
た
と
き
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
革
命
の

勃
発
と
そ
れ
に
続
く
政
治
的
激
動
を
、
直
接
的
な
要
因
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ネ
ル
ゾ
ン
ら
は
そ
れ
以
前
か
ら
社
会
主
義
に
対
し
て
思
想
的
に
接
近

し
て
い
た
。
以
下
、
接
近
の
過
程
を
ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
に
よ
っ
て
ネ
ル
ゾ
ン
の
な

か
で
生
じ
た
レ
ー
ニ
ン
の
前
衛
党
論
へ
の
着
目
と
、
青
年
運
動
へ
の
幻
滅
と
反
比
例

し
て
生
じ
た
労
働
者
の
青
年
に
対
す
る
期
待
の
増
大
、
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
た

い
。

　

ネ
ル
ゾ
ン
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
勢
力
の
ロ
シ
ア
革
命
で
の
最
終
的
な
勝
利
を
し

て
、
レ
ー
ニ
ン
が
『
な
に
を
な
す
べ
き
か（

（7
（

』
で
表
明
し
た
前
衛
党
論
の
勝
利
と
理
解

し
た（

（7
（

。
す
な
わ
ち
、
適
切
な
教
育
を
受
け
て
育
成
さ
れ
た
職
業
革
命
家
に
よ
っ
て
労

働
者
が
指
導
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
革
命
が
生
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

前
衛
党
論
は
、
ネ
ル
ゾ
ン
の
「
指
導
者
教
育
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
変
革
と
い

う
思
想
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
、
教
養
市
民
層
を
中
心
と
す
る
青
年

た
ち
の
意
思
と
主
体
性
の
な
さ
に
幻
滅
す
る
な
か
、
労
働
者
階
級
出
身
の
指
導
者
と

い
う
発
想
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

労
働
者
階
級
の
青
年
が
、
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ

ア
革
命
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
の
論
考
で
ネ
ル
ゾ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
の

言
葉
を
引
用
し
つ
つ
「
社
会
を
刷
新
す
る
た
め
に
、
困
窮
し
て
い
る
も
の
と
、
思
考

す
る
も
の
、
学
問
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
連
帯
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、
社
会

変
革
の
主
体
と
し
て
労
働
者
階
級
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
育
と
と
も
に
、
重

視
さ
れ
た
の
が
社
会
全
体
の
た
め
に
「
犠
牲
と
な
る
意
思
」
を
も
つ
か
、
否
か
で
あ

っ
た（

（7
（

。

　

同
年
、
I
J
B
の
中
心
人
物
の
一
人
が
記
し
た
論
考
の
な
か
で
は
、
さ
ら
に
進

ん
で
、
教
養
市
民
層
の
青
年
に
代
わ
っ
て
、
社
会
変
革
の
主
体
と
し
て
の
役
割
を
労

働
者
階
級
の
青
年
に
期
待
す
る
旨
が
記
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
青
年
運
動
に
集

っ
た
青
年
た
ち
の
「
偏
狭
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
思
考
」
と
「
自
己
中
心
的
な
動
機
」
が

批
判
さ
れ
た
の
ち
、
そ
れ
と
対
照
さ
せ
て
、
不
正
義
と
の
戦
い
に
お
い
て
よ
り
成
果

を
挙
げ
て
い
る
存
在
と
し
て
、
社
会
主
義
者
の
青
年
が
称
揚
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、

今
日
、
I
J
B
が
「
社
会
主
義
者
の
青
年
と
肩
を
並
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

公
正
な
社
会
へ
の
道
の
り
は
、
社
会
主
義
を
経
て
そ
の
目
的
地
に
繋
が
る
か
ら
で
あ

る
」
と
し
て
、
理
想
と
す
る
社
会
の
途
中
に
社
会
主
義
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
可
能
な
限
り
多
く
の
人
々
を
仲

間
に
つ
け
組
織
す
る
」
べ
く
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
青
年
た
ち
」
を
動
員
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た（

（8
（

。

　

労
働
者
階
級
の
青
年
に
対
す
る
指
導
者
教
育
の
必
要
性
が
語
ら
れ
た
こ
と
も
、
着

目
に
値
す
る
。
仮
に
、
労
働
者
階
級
の
青
年
が
社
会
不
正
の
根
元
か
ら
の
根
絶
に
取
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り
組
ん
で
い
な
い
と
い
う
点
で
「
十
分
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
は
な
」
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
彼
ら
自
身
の
責
任
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
生
活
の
困

難
さ
か
ら
「
十
分
な
精
神
的
な
技
能
を
与
え
ら
れ
る
た
め
の
時
間
が
許
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
た（

（8
（

。
そ
の
上
で
、「
能
力
の
あ
る
指
導
者
に
な
る
資
質
を
も

っ
た
人
々
は
、全
て
の
社
会
階
層
に
存
在
し
」「
何
も
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
を
通
っ
た
人
々

に
限
ら
な
い（

（8
（

」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
社
会
的
・
文
化
的
・
経
済
的
エ
リ
ー

ト
層
と
労
働
者
階
級
と
の
階
層
的
な
距
離
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
教
養
市
民
層
出
身
の

ネ
ル
ゾ
ン
や
I
J
B
に
集
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
大
き
な
転
換
だ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　

こ
の
後
、
ネ
ル
ゾ
ン
、
そ
し
て
I
J
B
の
構
成
員
ら
は
、
社
会
主
義
者
と
し
て

活
動
を
続
け
て
い
く
。
そ
こ
で
の
基
本
的
な
思
想
は
、
理
性
を
中
心
に
人
間
の
尊
厳

や
公
平
性
を
求
め
る
と
も
に
、
理
性
を
行
使
す
る
た
め
の
教
育
を
、
指
導
者
育
成
の

観
点
か
ら
求
め
る
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
、「
社
会
主
義
者
宣
言
」
以
前
の

思
想
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（8
（

。

　
　
　
　

4
　
終
わ
り
に

　　

本
稿
で
は
、
今
日
「
倫
理
的
社
会
主
義
者
」
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
オ
ナ
ル
ト
・
ネ

ル
ゾ
ン
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
掲
げ
て
い
た
「
倫
理
的
自
由
主
義
」
の
思
想

の
内
実
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
由
主
義
者
だ
っ
た
彼
が
、
同
大
戦
を
経
て
、
な

ぜ
社
会
主
義
者
を
自
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
従
来
「
社
会
主
義
者
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
ネ
ル
ゾ

ン
は
、
元
々
左
派
自
由
主
義
陣
営
に
属
し
、
人
間
理
性
の
力
に
基
づ
き
道
徳
的
な
社

会
を
構
築
す
る
と
い
う
、
哲
学
的
思
弁
に
基
づ
く
左
派
自
由
主
義
の
立
場
に
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
第
一
次
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
の
勃
発
を
機
に
、
社
会
主
義

を
標
榜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

最
後
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
だ
ド
イ
ツ
社
会
主
義
の
思
想
的
拡
大
と
い
う

観
点
か
ら
み
て
、
ネ
ル
ゾ
ン
の
事
例
は
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
か
。
重
要
と
な
る
の
が
、
同
時
期
生
じ
た
史
的
唯
物
論
に
対
す
る
懐
疑
的
な
態

度
の
広
が
り
と
人
間
の
主
体
性
に
対
す
る
着
目
で
あ
る
。

　

先
述
の
通
り
、第
一
次
世
界
大
戦
以
前
、史
的
唯
物
論
は
S
P
D
の
党
是
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
公
的
な
批
判
は
、
修
正
主
義
論
争
以
来
、
目
立
っ
て
存
在
し
な
か
っ

た
。
史
的
唯
物
論
の
機
械
論
的
・
メ
シ
ア
論
的
世
界
観
が
公
に
批
判
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
、
同
大
戦
の
後
半
で
あ
っ
た
。
青
年
社
会
主
義
者
の
よ
う
な
、
青
年
運

動
の
流
れ
を
汲
む
「
右
派
」
の
人
々
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
の
古
い
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
な
ド
グ
マ
か
ら
の
訣
別
を
強
く
推
し
進
め
よ
う
と
」
す
る（

（8
（

と
と
も
に
、
ル
ド

ル
フ
・
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ア
ウ
フ
ホ
イ
ザ
ー
と
い
っ
た
、

S
P
D
の
理
論
家
た
ち
も
ま
た
、
労
働
者
大
衆
に
よ
る
自
然
発
生
的
な
革
命
と
い

う
展
望
に
対
し
て
疑
念
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た（

（8
（

。
彼
ら
は
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
の
漸

次
的
な
離
脱
を
試
み
、
労
働
者
階
級
以
外
の
社
会
階
層
の
積
極
的
な
取
り
込
み
を
求

め
た
。
こ
の
議
論
は
一
九
二
一
年
に
成
立
し
た
「
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
綱
領
」
に
繋
が
る
も

の
で
あ
っ
た（

（8
（

。

　

人
間
の
主
体
性
を
中
心
に
置
き
、
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
史
的
唯
物
論
の

排
斥
を
求
め
る
ネ
ル
ゾ
ン
の
思
想
は
、
こ
の
思
想
潮
流
の
一
部
を
構
成
し
た
も
の
と

し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
度
は
廃
れ
た
、
人
間
の
主
体
性
を
基

礎
と
す
る
社
会
主
義
と
い
う
思
想
を
、
ド
イ
ツ
社
会
主
義
の
外
部
、
す
な
わ
ち
自
由

主
義
の
文
脈
で
練
ら
れ
た
新
カ
ン
ト
主
義
の
哲
学
か
ら
、
そ
の
内
部
に
再
度
組
み
込

も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
S
P
D
の
国
民
政
党
化
の
一
過
程
が
こ
こ
に
見
て
取
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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潮
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〇
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。
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岡
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五
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。
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頁
。
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レ
ッ
シ
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前
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書
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頁
。
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野
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レ
ッ
シ
ェ
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究
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研
究
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us und soziale D
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Eichlers vom
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れ
る
。Jan Foitzik, Zw

ischen den Fronten. Zur 

Politik, O
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シ
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.
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ゾ
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。
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＜
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ゾ
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〇
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。
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eutschland. Teil 1“ , 

in: H
elga G

rebing u.a. (H
rsg.), G
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rsg.), Erziehung und Politik. M
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am
burg 1991, S. 51 f.
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取
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リ
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認
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研
究
』
と
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っ
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九
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年
に
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eue Friesʼsche Schule
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称
す
る
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究
会
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友
人
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eue Friesʼschen  
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  （
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自
由
ド
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国
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会
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主
義
者
組
織
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結
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目
指
し
て

一
九
〇
七
年
に
創
設
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。W

erner Link, „D
er N
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für das liberale D
eutschland 1907-1918“ , in: Politische Vierteljahresschrift 5 

Jg. H
eft 4, D

ez. 1964, S. 426 f.
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）	 „Brief N

elsons an seine Eltern am
 13. Jul. 1907“, zit. nach: Blencke, a.a.O

., S. 27.

  

（
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）	 „B

rief N
elsons an seine Eltern am

 13. Jul. 1908“, zit. nach: B
lencke, a.a.O

., S. 

30 f.

「
中
欧
論
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
み
よ
。
板
橋
拓
己
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中
欧
の
模
索
―
―
ド

イ
ツ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
系
譜
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創
文
社
、
二
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一
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年
。

  （
22
）	 „Brief N

elsons an seine Eltern am
 25. O

kt. 1908“, zit. nach: Blencke, a.a.O
., S. 31. 

オ
ー
ル
は
も
と
も
と
歴
史
学
を
修
め
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
私
講
師
を
勤
め

て
い
た
人
物
で
あ
る
。
自
由
ド
イ
ツ
国
民
協
会
の
設
立
に
際
し
て
、
綱
領
及
び

組
織
構
造
を
め
ぐ
る
議
論
に
参
加
し
、
そ
の
後
一
九
一
〇
年
か
ら
総
書
記
を
務

め
た
。Link, „ N

ationalverein“ , S. 425-433. 

  （
23
）	

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
自
由
同
盟
は
、
既
存
の
学
生
組
合
や
ブ
ル

シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
団
体
を
「
立
身
出
世
主
義
的
」
か
つ
「
硬
直
的
」
で
あ
る

と
批
判
し
て
成
立
し
た
学
生
組
織
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
全
土
に
あ
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「
自
由
同
盟
」

の
一
つ
で
あ
っ
た
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erd Lüdem
ann und M

artin Schröder, D
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geschichtliche Schule in G
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öttingen 1987, 
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., 1988, 

S. 225 ff.
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E
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カ
ン
ト
（
中
山
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批
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光
文
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五
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頁
。
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史
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シ
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  （
41
）	 Ebenda, S. 24.
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elsons an seine Eltern am
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